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Ⅰ 当該年度における計画と成果 
１．当該年度の担当研究開発課題の目標と計画 

研究開発プログラム「イノベーティブな可視化技術による新成長産業の創出」では、最先端のレーザと

超音波を融合し、レーザ照射により発生する超音波を検出することで、生体や物体の内部の物性変化や機

能（働き）を三次元でリアルタイムに可視化する技術を開発する。これにより、超早期診断や超精密検査

を実現することで、美しく健康で活力ある健康長寿と豊かで安全な生活の実現を目指す。本研究開発課題

は、その中でもプロジェクト６に位置付けられる「価値実証」の一つである「画像データ管理環境の構築」

を行うものである。 

新たな血管イメージング技術から具体的な医療・健康・美容分野の新サービスを創出するためには、多

くの対象画像を取得し、画像可視化・分析の手法を確立し、その画像から得られる知見を明確にしなけれ

ばならない。一方、具体的新サービスが確立された際に、これを医療・健康分野で実用的に運用するため

には、撮像装置が取得した画像を適切に蓄積・流通させる、情報基盤の確立が必須である。加えて、確立

される情報基盤は、既存の病院施設等の情報基盤との適切な整合性を保たなければならない。 

本研究課題では、上記に示した知見形成を支える情報基盤を具体的に開発・運用することを通じて、将

来の情報サービスへの適用を可能にする情報基盤の確立を目指す。 

特に本年度は、当該システムを用いて、本プロジェクトで開発する光超音波イメージングシステムの画

像データを DICOM などの標準形式で保存し、これに適切な匿名化を施した状態で他機関へ提供する運用を

開始する。 

 
２．当該年度の担当研究開発課題の進捗状況と成果 

2-1 進捗状況 

当初の目標通り、イメージングデータを DICOM 形式で保存し、匿名化および顕名化するシステムを開発

し、動作確認を行った。現在、他機関へ提供する匿名化・顕名化システムの技術的運用体制は整ってい

る。 

 

2-2 成果 
匿名化・顕名化システムを図１の構成で実装した。図２に示すとおり、あるデータに対して匿名化

（De-identify）を実行すると、DICOM データから患者名が削除されると同時に匿名化用 ID を割り当て

る処理が行われる。逆処理として、顕名化（Re-identify）を実行すると、匿名化用 ID と患者名のマッ

ピングデータを元に、匿名化されたデータと患者を対応付けられる。本年度は、導入・構築・動作確認

を行い、匿名化・顕名化処理が問題なく実行できることを確認した。 
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図 1：匿名化・顕名化システムの概要 

 
図 2：あるデータに対する匿名化・顕名化処理 

 
2-3 新たな課題など 

発展的な取り組みとして、臨床試験の画像データおよび動画データへの対応があげられる。 
さらに、データ管理環境の整備・運用だけではなく、光超音波イメージングシステムで取得される画

像データを用いた応用的医用画像処理技術の研究開発も推進する。 
 
３．アウトリーチ活動報告 

なし。 

 


